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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低温水を加熱して高温水を製造する熱源機と、
　その熱源機に低温水配管および高温水配管を介して接続され、当該熱源機で製造された
高温水をその上部側から温度成層を形成して順次貯湯する少なくとも１以上の貯湯タンク
と、を備え、
　前記貯湯タンク内に設定温度の温水を貯湯完了後、その温度を維持可能に構成されてい
る給湯システムにおいて、
　前記貯湯タンクの上下方向に沿って複数個の温度センサを設け、その最下位に設けられ
ている温度センサを設定温度の温水が１００％貯湯されたことを検知する第１温度センサ
となし、該第１温度センサの検出値に基づいて沸き上げ運転時および沸き増し運転時に前
記熱源機の運転停止を制御するとともに、
　前記沸き増し運転時、前記第１温度センサによる検出値が設定温度に到達した際、その
上方に設けられている第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、該第２温度センサが沸き上
げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により前記第１温度セン
サの設定温度を補正し、その補正値を目標温度として前記熱源機の運転停止を制御する制
御部を備えていることを特徴とする給湯システム。
【請求項２】
　前記補正値は、下記（１）式により算出されることを特徴とする請求項１に記載の給湯
システム。
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　設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）／α（ただし、αは、任意の係数）・・・（１）
【請求項３】
　前記補正値を算出する前記（１）式において、係数αが２とされていることを特徴とす
る請求項２に記載の給湯システム。
【請求項４】
　低温水を加熱して高温水を製造する熱源機と、
　その熱源機に低温水配管および高温水配管を介して接続され、当該熱源機で製造された
高温水をその上部側から温度成層を形成して順次貯湯する少なくとも１以上の貯湯タンク
と、を備え、
　前記貯湯タンク内に設定温度の温水を貯湯完了後、その温度を維持可能に構成されてい
る給湯システムの制御方法において、
　前記貯湯タンクの上下方向に沿って複数個の温度センサを設け、その最下位に設けられ
ている温度センサを設定温度の温水が１００％貯湯されたことを検知する第１温度センサ
となし、該第１温度センサの検出値に基づいて沸き上げ運転時および沸き増し運転時に前
記熱源機の運転停止を制御するとともに、
　前記沸き増し運転時、前記第１温度センサによる検出値が設定温度に到達した際、その
上方に設けられている第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、該第２温度センサが沸き上
げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により前記第１温度セン
サの設定温度を補正し、その補正値を目標温度として前記熱源機の運転停止を制御するこ
とを特徴とする給湯システムの制御方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱源機と、その熱源機により製造された高温水をその上部側から温度成層を
形成して順次貯湯する少なくとも１以上の貯湯タンクとを備えている給湯システムおよび
その制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　上記の如く、熱源機に対して低温水配管および高温水配管を介して接続され、該熱源機
で製造された高温水をその上部側から温度成層を形成して順次貯湯する少なくとも１以上
の貯湯タンクを備えた給湯システムにおいては、貯湯タンクの上下方向に複数個の温度セ
ンサを設け、その最下位に設けられている温度センサを設定温度の温水が１００％貯湯さ
れたことを検知する第１温度センサとし、この第１温度センサの検出値に基づいて、沸き
上げ運転時および沸き増し運転時に設定温度の温水が１００％貯湯されていると判断する
ことにより、熱源機の運転を制御するようにしている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、貯湯タンクの上下方向に複数個の温度センサを設置し、各々
の温度センサの検出値が設定温度以下の場合に、熱源機を起動するとともに、各々の温度
センサの検出値が設定温度を超えている場合に、熱源機を停止するようにしている温水供
給システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３４９９６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の如く、熱源機で製造した高温水を貯湯タンクの上部側から温度成層を形成するよ
うに順次貯湯するタイプの給湯システムでは、一般に、貯湯タンクの最下位位置に設けら
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れている温度センサの検出値が設定温度以上になったとき、１００％貯湯完了と判定する
ようにしている。かかるタイプの給湯システムにおいて、欧州規格では、１００％貯湯完
了後の放置状態で、保温運転（沸き増し運転）により４８時間設定温度をキープしなけれ
ばならないことが規定されている。
【０００６】
　通常、１００％貯湯が完了した後、そのまま放置すると、自然放熱や熱移動により高温
部と低温部との間の温度差が、高温部側で低下し、低温部側で上昇することにより小さく
なり、温度成層幅が拡大する。この状態で保温のための沸き増し運転を行い、１００％貯
湯完了を検知する温度センサにより沸き増し運転の完了を判定するようにすると、貯湯タ
ンク上部の温水温度が沸き上げ初期の温度よりも低くなり、次第に貯熱量が低下してしま
う結果、出湯時において、初期に設定した高温の温水を出湯することができなくなる。
【０００７】
　一方、高温水の温度低下を避けるために、いたずらに沸き増し運転を行うと、低温部の
温度上昇による影響もあって、熱源機の効率が低下し、そのＣＯＰ（成績係数）が低下し
てしまう等の課題があった。つまり、ここでの高温水の温度維持と、熱源機のＣＯＰ維持
とは、互いに相反する関係を有することになる。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、保温運転下にあっても一定
の貯熱量を確保し、初期の設定温度に近いより高温の温水を出湯することができる給湯シ
ステムおよびその制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記した課題を解決するために、本発明の給湯システムおよびその制御方法は、以下の
手段を採用する。
　すなわち、本発明にかかる給湯システムは、低温水を加熱して高温水を製造する熱源機
と、その熱源機に低温水配管および高温水配管を介して接続され、当該熱源機で製造され
た高温水をその上部側から温度成層を形成して順次貯湯する少なくとも１以上の貯湯タン
クと、を備え、前記貯湯タンク内に設定温度の温水を貯湯完了後、その温度を維持可能に
構成されている給湯システムにおいて、前記貯湯タンクの上下方向に沿って複数個の温度
センサを設け、その最下位に設けられている温度センサを設定温度の温水が１００％貯湯
されたことを検知する第１温度センサとなし、該第１温度センサの検出値に基づいて沸き
上げ運転時および沸き増し運転時に前記熱源機の運転停止を制御するとともに、前記沸き
増し運転時、前記第１温度センサによる検出値が設定温度に到達した際、その上方に設け
られている第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、該第２温度センサが沸き上げ運転時に
検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により前記第１温度センサの設定温
度を補正し、その補正値を目標温度として前記熱源機の運転停止を制御する制御部を備え
ていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、貯湯タンクの上下方向に沿って複数個の温度センサを設け、その最下
位に設けられている温度センサを、設定温度の温水が１００％貯湯されたことを検知する
第１温度センサとなし、該第１温度センサの検出値に基づいて沸き上げ運転時および沸き
増し運転時に熱源機の運転停止を制御するとともに、沸き増し運転時、第１温度センサに
よる検出値が設定温度に到達した際、その上方に設けられている第２温度センサの検出値
（ΔＴ´）と、該第２温度センサが沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差
（ΔＴ－ΔＴ´）により第１温度センサの設定温度を補正し、その補正値を目標温度とし
て熱源機の運転停止を制御する制御部を備えているため、沸き上げ運転時および沸き増し
運転時、第１温度センサの検出値に基づいて熱源機の運転停止を制御し、１００％貯湯お
よびその後の温度維持（保温）を行うが、１００％貯湯完了後の放置状態では、自然放熱
や熱移動により高温部と低温部との温度差が小さくなって温度成層幅が大きくなることか
ら、この状態下で保温のための沸き増し運転を行い、１００％貯湯を検知する第１温度セ
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ンサの検出値によって沸き増しの完了を判定した場合、貯湯タンク上部の温水温度が沸き
上げ初期の温度よりも低くなり、次第に貯熱量が低下してしまう。そこで、沸き増し運転
時、第１温度センサが設定温度に到達した際、その上方に設けられた第２温度センサの検
出値（ΔＴ´）と、その第２温度センサが沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との
温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により第１温度センサの設定温度を補正し、その補正値を目標温
度として熱源機を運転停止することにより、貯湯タンク上部での温水温度の低下幅を縮小
することができる。これによって、１００％貯湯完了後の放置時における貯熱量の低下を
抑制し、出湯時において、設定温度に近いより高温の温水を出湯することができるように
なる。
【００１１】
　さらに、本発明の給湯システムは、上記の給湯システムにおいて、前記補正値は、下記
（１）式により算出されることを特徴とする。
　設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）／α（ただし、αは、任意の係数）・・・（１）
【００１２】
　本発明によれば、補正値が、「設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）／α（ただは、αは、任意
の係数）」により算出されるため、沸き増し運転時、貯湯タンク上部の温水温度を、沸き
上げ運転時に検出した初期の検出値（ΔＴ）と沸き増し運転時に検出した検出値（ΔＴ´
）との間の温度に沸き増しすることができる。これによって、保温時における貯湯タンク
上部の温水温度の低下幅を極力縮小し、より高温の温水を出湯することができるとともに
、沸き増しし過ぎによる熱源機のＣＯＰ（成績係数）低下を抑制することができる。
【００１３】
　さらに、本発明の給湯システムは、上記の給湯システムにおいて、前記補正値を算出す
る前記（１）式において、係数αが２とされていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明によれば、補正値を算出する（１）式において、係数αが２とされているため、
沸き増し運転時に、貯湯タンク上部の温水温度を、沸き上げ運転時に検出した初期の検出
値（ΔＴ）と沸き増し運転時に検出した検出値（ΔＴ´）との間のちょうど中間の温度に
制御し、維持することができる。従って、互いに相反する関係にある温水温度の維持と熱
源機のＣＯＰ維持との関係を双方のバランスを取って、各々の低下を程々に抑えた制御を
行うことができる。
【００１５】
　さらに、本発明にかかる給湯システムの制御方法は、低温水を加熱して高温水を製造す
る熱源機と、その熱源機に低温水配管および高温水配管を介して接続され、当該熱源機で
製造された高温水をその上部側から温度成層を形成して順次貯湯する少なくとも１以上の
貯湯タンクと、を備え、前記貯湯タンク内に設定温度の温水を貯湯完了後、その温度を維
持可能に構成されている給湯システムの制御方法において、前記貯湯タンクの上下方向に
沿って複数個の温度センサを設け、その最下位に設けられている温度センサを設定温度の
温水が１００％貯湯されたことを検知する第１温度センサとなし、該第１温度センサの検
出値に基づいて沸き上げ運転時および沸き増し運転時に前記熱源機の運転停止を制御する
とともに、前記沸き増し運転時、前記第１温度センサによる検出値が設定温度に到達した
際、その上方に設けられている第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、該第２温度センサ
が沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により前記第１
温度センサの設定温度を補正し、その補正値を目標温度として前記熱源機の運転停止を制
御することを特徴とする。
【００１６】
　本発明によれば、沸き上げ運転時および沸き増し運転時、第１温度センサの検出値に基
づいて熱源機の運転停止を制御し、１００％貯湯およびその後の温度維持（保温）を行う
が、１００％貯湯完了後の放置状態では、自然放熱や熱移動により高温部と低温部との温
度差が小さくなって温度成層幅が大きくなることから、この状態下で保温のための沸き増
し運転を行い、１００％貯湯を検知する第１温度センサの検出値によって沸き増しの完了
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を判定した場合、貯湯タンク上部の温水温度が沸き上げ初期の温度よりも低くなり、次第
に貯熱量が低下してしまう。そこで、沸き増し運転時、第１温度センサが設定温度に到達
した際、その上方に設けられた第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、その第２温度セン
サが沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により第１温
度センサの設定温度を補正し、その補正値を目標温度として熱源機を運転停止することに
より、貯湯タンク上部での温水温度の低下幅を縮小することができる。従って、１００％
貯湯完了後の放置時における貯熱量の低下を抑制し、出湯時において、設定温度に近いよ
り高温の温水を出湯することができるようになる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の給湯システムおよびその制御方法によると、保温状態下、保温のための沸き増
し運転を行い、１００％貯湯を検知する第１温度センサの検出値によって沸き増しの完了
を判定した場合、貯湯タンク上部の温水温度が沸き上げ初期の温度よりも低くなり、次第
に貯熱量が低下してしまうが、この沸き増し運転時、第１温度センサが設定温度に到達し
た際、その上方に設けられた第２温度センサの検出値（ΔＴ´）と、その第２温度センサ
が沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により第１温度
センサの設定温度を補正し、その補正値を目標温度として熱源機を運転停止することによ
り、貯湯タンク上部での温水温度の低下幅を縮小することができるため、１００％貯湯完
了後の放置時における貯熱量の低下を抑制し、出湯時において、設定温度に近いより高温
の温水を出湯することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に係る給湯システムのシステム構成図である。
【図２】上記給湯システムによる沸き上げ運転時および沸き増し運転時の貯湯タンク内の
温水温度の変動状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、本発明の一実施形態について、図１および図２を参照して説明する。
　図１には、本発明の一実施形態に係る給湯システムのシステム構成図が示されている。
　本実施形態の給湯システム１において、熱源機２としてＣＯ２冷媒を使用した超臨界サ
イクルのヒートポンプを用いたものが例示されている。熱源機２は、本実施形態のヒート
ポンプに限定されるものではなく、ボイラ、燃料電池等、他の構成機器としてもよいこと
はもちろんである。
【００２０】
　ヒートポンプ式熱源機（熱源機）２は、冷媒を圧縮する圧縮機３と、ガスクーラとして
機能し、冷媒と水とを熱交換させる水／冷媒熱交換器（ガスクーラ）４と、冷媒を減圧す
る電子膨張弁等からなる減圧手段５と、ファン６により通風される外気との熱交換により
冷媒を蒸発させる蒸発器７とが順次冷媒配管８を介して接続された閉サイクルの冷媒循環
回路９を備えている。ここでのヒートポンプ式熱源機２は、作動媒体としてＣＯ２冷媒を
充填した超臨界サイクルのヒートポンプとされているが、それ自体は、公知のものであっ
てよい。
【００２１】
　また、水／冷媒熱交換器（ガスクーラ）４は、その冷媒流路４Ａ側を流れる高温高圧の
冷媒ガスと、水流路４Ｂ側を流れる水とを熱交換させて高温水を生成するものであり、冷
媒流路４Ａ側を流通する冷媒ガスと、水流路４Ｂ側を流通する水とが対向流により熱交換
される構成とされている。
【００２２】
　一方、給湯ユニット１０は、ヒートポンプ式熱源機２により製造された温水を貯える所
要容量の貯湯タンク１１と、この貯湯タンク１１を介してヒートポンプ式熱源機２の水／
冷媒熱交換器４の水流路４Ｂ側に水を循環とする水回路１２とを備えている。この貯湯タ
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ンク１１は、その底部から低温水を抜いて熱源機２に供給し、ヒートポンプ式熱源機２に
より製造された高温水をタンク上部から順次供給することにより、温度成層を形成するよ
うに貯湯する構成とされているものである。
【００２３】
　なお、貯湯タンク１１は、比較的小型の小容量の複数のタンクを接続管により互いに直
列に接続した構成としてもよく、この場合、熱源機２からの高温水配管が接続される貯湯
タンクを最上流のタンクとし、その貯湯タンクの上部に負荷側への出湯配管を接続すると
ともに、該貯湯タンクの底部と下流側の貯湯タンクの上部を接続管で接続して順次複数の
貯湯タンクを直列に接続し、最下流の貯湯タンクの底部に熱源機２への低温水配管と給水
配管とを接続した構成とされる。かかる貯湯タンク１１は、公知のものであってよい。
【００２４】
　また、水回路１２は、貯湯タンク１１の底部からの低温水を水／冷媒熱交換器４の水流
路４Ｂに供給する低温水配管１３と、低温水配管１３中に設けられた水ポンプ１４と、水
／冷媒熱交換器４で生成された高温水を貯湯タンク１１の上部に供給する高温水配管１５
と、貯湯タンク１１に水を供給するための給水配管１６と、貯湯タンク１１に貯湯されて
いる高温水を負荷側に出湯する出湯配管１７と、給水配管１６と出湯配管１７との間に設
けられたバスパス配管１８と、バイパス配管１８からの水と貯湯タンク１１からの高温水
とを混合して所定温度の温水となし、負荷側に供給する感温式ミキシング弁１９と、水回
路１２内に混入した空気を外部に排出するエアベント２０等から構成されている。
【００２５】
　また、貯湯タンク１１には、その上下方向に沿って複数個の温度センサ２１Ａ，２１Ｂ
および２１Ｎが設けられている。この複数個の温度センサ２１Ａ，２１Ｂおよび２１Ｎの
うち、温度センサ２１Ａは、１００％貯湯位置に設けられた第１温度センサ、温度センサ
２１Ｂは、例えば６０％貯湯位置に設けられた第２温度センサ、温度センサ２１Ｎは、例
えば２０％貯湯位置に設けられた第３温度センサとされており、各温度センサ２１Ａ，２
１Ｂおよび２１Ｎの検出値は制御部２２に入力されるようになっている。なお、この温度
センサは、３個である必要はなく、２個以上Ｎ個の温度センサを適宜の間隔で設けた構成
とすることができる。
【００２６】
　制御部２２は、給湯システム１の運転時、低温水配管１３および高温水配管１５に設置
されている温度センサ２３，２４の検出値に基づいて、ヒートポンプ式熱源機２の圧縮機
３および水ポンプ１４の回転数を制御して温水製造能力を制御し、設定温度の高温水を製
造するとともに、温度センサ２１Ａ，２１Ｂおよび２１Ｎの検出値に基づいて、給湯シス
テム１の運転時、ヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４の運転停止を制御し、いわ
ゆる沸き上げ運転および沸き増し運転を行うものである。
【００２７】
　かかる給湯システム１は、一般に安価な深夜電力を利用し、夜間に沸き上げ運転を行う
ことにより、貯湯タンク１１内に設定温度の高温水を１００％貯湯位置まで貯湯し、その
高温水を消費期間中に出湯配管１７を介して負荷側に出湯することにより消費するように
使用されるが、沸き上げ運転完了後に放置されることにより、自然放熱や熱移動により貯
湯タンク１１内の高温水の温度が低下したり、あるいは高温水の消費により不足状態とな
ったりした場合、必要に応じて沸き増し運転を行うようにしている。
【００２８】
　欧州規格（ＥＮ１６１４７）においては、１００％貯湯完了後の放置時、保温運転（沸
き増し運転）を行うことにより、４８時間設定温度をキープしなければならないことが規
定されている。この規定は、制御部２２を介して１００％貯湯位置に設けた第１温度セン
サ２１Ａの検出値に基づいて、設定温度でヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４を
運転し、設定温度でその運転を停止することにより、第１温度センサ２１Ａの設置位置で
設定温度をキープできるため、容易に満たすことができる。
【００２９】



(7) JP 6183840 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

　しかし、自然放熱や熱移動等によって高温部と低温部との温度差が、高温部側で温度が
低下し、低温部側で温度が上昇することにより小さくなるとともに、温度成層幅が拡大す
る状況下で、上記の如く保温運転（沸き増し運転）を行い、第１温度センサ２１Ａの検出
値のみにより沸き増し完了を判定するようにした場合、図２に示されるように、貯湯タン
ク１１の上部において、沸き上げ完了後の初期に、実線Ａで示す如く設定温度であった温
水温度が、破線Ｂで示すように次第に温度低下し、貯熱量が低下してしまう結果、出湯時
において設定温度の高温水を出湯できなくなる。
【００３０】
　そこで、本実施形態においては、制御部２２に対して補正手段２５を設け、上記の保温
運転（沸き増し運転）時、１００％貯湯位置に設けられている第１温度センサ２１Ａの設
定温度を補正し、その補正値を新たな目標温度としてヒートポンプ式熱源機２および水ポ
ンプ１４の運転停止を制御するようにしている。補正手段２５は、第１温度センサ２１Ａ
よりも上方に設けられている適宜の温度センサ（本実施形態の場合、温度センサ２１Ｂま
たは２１Ｎのいずれかとなるが、更に多数の温度センサが設けられたものであれば、その
いずれかであればよい。ここでは、第２温度センサ２１Ｂを用いた場合の例について説明
する。）の検出値を用いて第１温度センサ２１Ａの設定温度を補正するものである。
【００３１】
　具体的には、図２に示されるように、第１温度センサ２１Ａの上方に設けられている第
２温度センサ２１Ｂが沸き上げ運転時に検出した検出値（ΔＴ）と、保温運転（沸き増し
運転）時に第１温度センサ２１Ａによる検出値が設定温度に到達した際、その上方に設け
られている第２温度センサ２１Ｂの検出値（ΔＴ´）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）に基づ
いて、第１温度センサ２１Ａの設定温度を補正し、その補正値を新たな目標温度として制
御部２２によりヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４の運転停止を制御する構成と
されている。
【００３２】
　補正値は、以下の（１）式によって算出されるようになっている。
　補正値＝設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）／α　　ただし、αは、任意の係数・・・（１）
　なお、上記（１）式において、係数αを２とすることが望ましい。これは、貯湯タンク
１１上部の温水温度を、図２中に示す２点鎖線Ｃの如く、沸き上げ運転時に検出した初期
の検出値（ΔＴ）と、沸き増し運転時に検出した検出値（ΔＴ´）との間の中間温度に制
御し、維持することによって、互いに相反する関係にある貯湯タンク１１上部の温水温度
を設定温度に近い温度に維持することと、沸き増し運転によるヒートポンプ式熱源機２の
ＣＯＰ（成績係数）を高ＣＯＰに維持することとのバランスを取って、各々の低下を程々
に抑制した制御を行うためである。
【００３３】
　以上に説明の構成により、本実施形態によれば、以下の作用効果を奏する。
　上記の給湯システム１およびその制御方法において、ヒートポンプ式熱源機２および水
ポンプ１４を運転し、水／冷媒熱交換器（ガスクーラ）４の冷媒流路４Ａ側に高温高圧の
冷媒ガスを流通させるとともに、水流路４Ｂ側に貯湯タンク１１からの低温水を流通させ
て互いに熱交換させ、高温高圧の冷媒ガスで低温水を加熱することにより、高温水を生成
することができる。この高温水を貯湯タンク１１の上部に供給し、温度成層を形成して順
次貯湯することにより、所要量の高温水を貯湯することができる。
【００３４】
　高温水の貯湯量は、貯湯タンク１１の上下方向に沿って設けられている複数個の温度セ
ンサ２１Ｎ，２１Ｂ，２１Ａが、順次設定温度（例えば、９０℃）の温度を検知したこと
を以って、当該温度センサの設置位置まで設定温度（９０℃）の温水が貯湯された判断す
ることができ、１００％貯湯位置に設けられている第１温度センサ２１Ａが設定温度を検
知することにより、沸き上げ完了と判断し、ヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４
の運転を停止するようにしている。
【００３５】
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　沸き上げ完了後は、保温状態となり、自然放熱やタンク上部から下部への熱移動により
温水温度が設定温度まで低下すると、保温運転（沸き増し運転）が行われる。この際、制
御部２２は、補正手段２５により上記（１）式（設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）／α）に基
づいて、第１温度センサ２１Ａの設定温度を補正し、その補正値を新たな目標温度として
ヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４の運転停止を制御するようにしている。これ
によって、第１温度センサ２１Ａの検出値（設定温度）のみで沸き増し完了を判断してい
た場合に対し、貯湯タンク１１上部での温水温度の低下を破線Ｂの状態から２点鎖線Ｃの
状態に改善することができる。
【００３６】
　斯くして、本実施形態によると、１００％貯湯完了後における保温のための沸き増し運
転時、第１温度センサ２１Ａが設定温度に到達した際、その上方に設けられた第２温度セ
ンサ２１Ｂの検出値（ΔＴ´）と、その第２温度センサ２１Ｂが沸き上げ運転時に検出し
た検出値（ΔＴ）との温度差（ΔＴ－ΔＴ´）により第１温度センサ２１Ａの設定温度を
補正し、その補正値を目標温度としてヒートポンプ式熱源機２および水ポンプ１４の運転
を制御するようにしている。
【００３７】
　これによって、図２の示すように、貯湯タンク１１上部の温水温度の低下幅を、「ΔＴ
－ΔＴ´」からその間の温度まで縮小することができる結果、１００％貯湯完了後の放置
時における貯熱量の低下を抑制し、出湯時において、設定温度に近いより高温の温水を出
湯することができるようになる。
【００３８】
　つまり、上記補正値を補正手段２５により上記（１）式（設定温度＋（ΔＴ－ΔＴ´）
／α（ただは、αは、任意の係数））で求めるようにしているため、沸き増し運転時、貯
湯タンク１１上部の温水温度を、沸き上げ運転時に検出した初期の検出値（ΔＴ）と沸き
増し運転時に検出した検出値（ΔＴ´）との間の温度まで沸き増しすることができる。こ
のため、保温時における貯湯タンク１１上部の温水温度の低下幅を極力縮小し、より高温
の温水を出湯することができるとともに、沸き増しし過ぎによるヒートポンプ式熱源機２
のＣＯＰ（成績係数）低下を抑制することができる。
【００３９】
　また、上記補正値を算出する（１）式において、係数αを２としている。このため、沸
き増し運転時に、貯湯タンク１１上部の温水温度を、沸き上げ運転時に検出した初期の検
出値（ΔＴ）と沸き増し運転時に検出した検出値（ΔＴ´）との間のちょうど中間の温度
に制御し、維持することができる。これによって、互いに相反する関係にある温水温度の
維持とヒートポンプ式熱源機２のＣＯＰ維持との関係を双方のバランスを取って、各々の
低下を程々に抑えた制御を行うことができる。
【００４０】
　なお、本発明は、上記実施形態にかかる発明に限定されるものではなく、その要旨を逸
脱しない範囲において、適宜変形が可能である。例えば、上記実施形態において、ヒート
ポンプ式熱源機２を２段圧縮方式のヒートポンプ機とし、高能力化を図るとともに、給湯
ユニット１０を即時給湯方式のユニットとしてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
１　給湯システム
２　ヒートポンプ式熱源機（熱源機）
５　水／冷媒熱交換器（ガスクーラ）
１０　給湯ユニット
１１　貯湯タンク
１２　水回路
１３　低温水配管
１４　水ポンプ
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１５　高温水配管
２１Ａ　温度センサ（第１温度センサ）
２１Ｂ　温度センサ（第２温度センサ）
２１Ｎ　温度センサ
２２　制御部
２５　補正手段
 

【図１】 【図２】
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